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京都府 京都府中丹広域振興局
〒625-0036 舞鶴市字浜2020
TEL.0773-62-2031
FAX.0773-63-8495
京都府中丹広域振興局ホームページ
http;//www.pref.kyoto.jp/chutan/

さあ！はじめましょう
　「新中丹」シンフォニー（中丹地域振興計画）

「キッズ由良川Y2（わいわい）クラブ」のメンバーとして、
一年を通して由良川に親しみ、河川浄化に取り組んできた綾
部市内の小学生たちが3月 12日に、綾部市中央公民館で
活動のまとめを発表しました。
同クラブは、文部科学省・国土交通省・環境省の「省庁連
携子ども体験型環境学習推進事業」として、国・京都府から
委託を受けた綾部市が参加者を募り実施してきたものです。
今年度は小学4～6年生36人が参加。「カヌーで川を散
歩しよう」や「親子で川遊び」「川を美しく」などほぼ月一
回のペースで活動をしてきました。

発表をする子どもたち
（綾部市青少年すこやかフォーラムにて）

京都府立舞鶴養護学校　開　校

しゅん工式であいさつをする
山田京都府知事
（平成17年3月19日）

水質調査を行う子どもたち

福知山城（福知山市） 赤れんが倉庫（舞鶴市） グンゼ記念館（綾部市）

大原神社（三和町） やくの玄武岩公園（夜久野町） 二瀬川渓流（大江町）
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地域社会に密着し、高い専門性を持つ「21世紀の新しい総合養護学校」として、4月1日に開校します。

　どんな学校なの？

●知的障害、肢体不自由児童生徒のための通学制の総合養護学校です。
　（小学部・中学部・高等部普通科）
●ノ

※

ーマライゼーションを一層推進する観点に立って、
○京都府の特別支援教育をリードする先導的な養護学校
○専門性を生かし、地域の特別支援教育のセンター的な役割を果たす
養護学校

○福祉・医療・労働等の関係機関と密接に連携する地域社会に密着し
た養護学校

となることを目指しています。

綾部市内の小学生らグループ

京都府舞鶴市字堀4-1　TEL（0773）78-3133　FAX（0773）78-3135
ホームページ　http://www1.kyoto-be.ne.jp/maizuru-new

※障害者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件を整えるべきであり、共に生きる社会こそノーマルな社会であるという考え。
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中丹地域がめざす方向

　管内では、３市（福知山・舞鶴・綾部）を中心とした地域が、歴史的にそれぞれ独自の生活、文化、経済圏を形成してきました。
　地方分権による地域間競争が進む中、各々の地域で魅力ある地域づくりを進めることが求められており、今後さらに飛躍をするため、各地域の相互の連携を強
化することが必要です。
　この計画では、各々の地域の魅力が増すこと、そして、魅力を増した各々の地域が連携することで、「中丹地域」が一層元気になることをめざします。

府民意見募集の結果について

たくさんの御意見ありがとうございました。
いただいた御意見の概要とこれに対する京
都府の考え方につきましては、京都府中丹広
域振興局ホームページや中丹広域振興局管内
の府機関で御覧いただけます。

●意見数　４０件　
（内訳）▷振興方策に関すること　３４件
　　　　▷その他　　　　　　　　　6件
●府民意見提出者数　２５名
●意見募集期間　平成17年１月18日～２月10日
●意見募集方法
　　●新聞折り込みによる「計画」の管内各戸配付
　　●中丹広域振興局ホームページでの掲示
　　●管内の府機関での「計画」の配布

　「新中丹」とは、平成１６年５月に広域振興局
ができたことによる新たな枠組みとしての中丹
地域、そして福知山市・三和町・夜久野町・大江
町の合併も見据えたこの地域の新たな３市とい
う枠組みとしての中丹地域をとらえたものです。
　また、　「シンフォニー」とは、個々の楽器が
それぞれしっかりとした音を奏でることにより、
全体としてすばらしい音楽をつくる交響曲のよ
うに、歴史的に独自の個性を持った管内市町が、
それぞれの個性を輝かせ、その個性を響かせあ
うことにより、すばらしい一体感をかもし出し、
飛躍していくことをめざして名づけました。

『新中丹』シンフォニーとは？

地 域 の 振 興 方 策

（１）京都舞鶴港を活かした地域づくり

安全で利用しやすい国際港とし
て整備を進めるとともに、中丹地
域の歴史的に集積した企業や工業
団地の立地企業とも連携した産業
振興の推進や、観光客の誘致促進
などにより、京都舞鶴港を活かし
た「ひと・もの」が交流する地域
づくりをめざします。

●環境整備　●物流・貿易振興等　●観光客の誘致　
●国際交流

（４）地域の資源を活かした観光の振興

中丹地域における観光関連団体
の連携を一層強化するとともに、
今ある観光資源の活用や、自然・
文化に着目した新たな観光スポッ
トの掘り起こし、積極的な情報発
信などにより、中丹地域の魅力あ
る資源を活かした観光の振興をめ
ざします。

●周遊型観光ルートの形成　●滞在型観光の振興　●観
光関連団体の連携　●積極的な情報発信

（７）環境と調和した快適で魅力ある地域づくり

地球環境との共生をめざすライ
フスタイルや、住民が主体的に行
う自然環境の保全活動の推進、環
境を保全するための施設整備の促
進などにより、日本海や由良川流
域の豊かな自然環境と調和した地
域づくりをめざします。

●自然環境との共生　●公園・緑地の整備　●上・下水
道の整備と水資源の確保　●持続可能な循環型社会の構
築

（２）由良川を活かした地域づくり

「由良川」という地域資源を活か
した観光振興や、「由良川」がもつ
自然特性を活かした産業振興を図
るとともに、地域を印象づける取
組や一体感をかもし出すような取
組などを進めることにより、「由良
川」と共に生きる地域づくりをめ
ざします。

●由良川シンボル化　●観光振興　●産業振興（お茶の
生産拡大）

（５）地域の振興を支える交流基盤づくり

誰もが便利で快適に暮らすこと
ができるまちづくりを進めるとと
もに、「ひと・もの・情報」が地域
の内と外を容易に行き来でき、災
害時にも有効な交通基盤や都市基
盤等の整備をめざします。

●広域的な交通基盤の整備　●地域内交通基盤の整備　
●都市基盤の整備等　●地域情報化の推進（「京都デジタ
ル疏水ネットワーク」の活用）

（８）少子・高齢化、人口減少社会等に対応した地域づくり

子どもが心も身体も健やかに育
つ環境づくりや、高齢者、障害の
ある人たちが住み慣れた地域・家
庭で安心して暮らすことができる
仕組みづくりなどを進めることに
より、だれもが安心して健康で快
適に暮らすことができる地域づく
りをめざします。

（10）安心・安全な地域づくり

台風などの自然災害から、被害
を最小限にとどめるための対策や
体制づくりを推進するとともに、
食に対する安心・安全対策、多様
化する感染症対策、原子力防災対
策などを推進し、様々な分野での
安心・安全な地域づくりをめざし
ます。

●災害に強い地域整備（危機管理体制等の充実、河川改
修等、森林等の整備、原子力防災対策の推進等）　●食に
対する安心・安全の確保　●多様化する感染症への対応
●様々な分野での安心・安全の確保

（３）地域の特性を活かした産業の振興

中丹地域に多数ある研究・教育機関
と連携し、歴史的に集積した企業や工
業団地の立地企業など様々な企業が持
つ「ちから」を活かすことにより、も
のづくりの活性化や商店街を始めとす
る中心市街地の活性化をめざします。
また、中丹地域の自然環境や培われ
た技術を活かした農林水産業の振興を
めざします。

●ものづくりの活性化と新規産業の創出（産業の活性化と創造、
中心市街地の活性化、産学公連携による産業の活性化等）　●農
林水産業の振興（ブランド京野菜・茶の振興等、漁業の振興等）

（６）地域に根ざした文化の振興と教育の推進

先人達から受け継がれた文化や地域
に伝わる貴重な歴史資産・文化財を大
切にし、次の世代に伝えていくための
活動やそこに携わる人、さらには、新
たな文化・芸術の創造を支援すること
などにより、地域に根ざした文化の振
興をめざします。　　
また、子供から大人まで一人一人が
個性豊かに活き活きと暮らすことがで
きるよう、学校教育や生涯学習の推進、
スポーツの振興をめざします。

（９）多様な主体の社会参画による地域づくり

地域住民組織やＮＰＯ・ボラン
ティア組織の活動に対する支援な
どを行うとともに、特にシニアや
女性の視点や知識、経験をより一
層活かすことができる取組を推進
することにより、だれもが主体的
に参画できる地域づくりをめざし
ます。

京都府中丹地域振興計画策定の経過について

はじめに、中丹地域戦略会議を立ち上げ、「産業
振興研究会」と「まちづくり研究会」の二つの研究
会を設け、委員には地元を中心として、商業、工業、
農業、福祉、文化等各分野から座長を含め３０名の
方に御就任いただき、中丹地域の「これまで」「いま」
「これから」について、検討していただきました。

管内の各市町等とも連携し、具体的施策の検討に
ついては、ワーキンググループへ参画してもらうと
ともに、素案の段階から、この計画に対し御意見を
いただきました。

中間案については、府民の皆様に対して、１月
１８日に中丹管内各戸の新聞折り込みで概要をお知
らせするとともに、ホームページ等で案文をお示し
し、２月１０日までの間、多くの意見をいただきま
した。

いただいた様々な意見も参考にして、今回「『新
中丹』シンフォニー」として策定いたしました。

【中丹地域戦略会議開催経過】
▷第１回：平成16年 ７月 6日（火）
▷第２回：平成16年 ７月21日（水）
▷第３回：平成16年 ８月23日（月）
　　　　　　　　　　　　　 24日（火）
▷第４回：平成16年10月 15日（金）
▷第５回：平成16年12月 14日（火）
▷第６回：平成17年 3月17日（木）

○産業振興研究会 ○まちづくり研究会

氏　　名 職　名　等 氏　　名 職　名　等

◎二場　邦彦 京都創成大学学長 ◎井口　和起 前京都府立大学学長

芦 田　 政 博 南西町商店街協同組合理事長 芦田　ふゆ子 竹毛希望の家

井 上　 實 義 前ＪＡ京都丹の国農協代表理事組合長 大槻　香代子 ナチュラルネットワーク21

伊 庭　 節 子 八島おかみさん会会長 加 柴　 和 成 中丹文化会館館長

植和田　英子 舞鶴茶生産組合 加 畑　 満 久 ポリテクカレッジ京都助教授

菊 田　 哲 夫 福知山市地場野菜生産出荷組合連絡協議会会長 岸 本　 純 子 医療法人岸本病院副院長

雲 川　 干 城 エスペック㈱顧問 塩 見　 直 紀 半農半Ｘ研究所代表／里山ねっとあやべスタッフ

倉　　　 勉 京都府漁業協同組合連合会代表理事専務 友 次　 秀 正 福知山地方民間社会福祉施設連絡協議会会長

斎 藤　 友 幸 丹後広域観光キャンペーン部会長 町 井　 且 昌
ＮＰＯ由良川流域ネット
ワーク副理事長（ホテル
綾部社長）

坂 根　 功 一 舞鶴青年会議所理事長 村 尾　 之 範 京都新聞北部総局次長

塩 田　 展 康 日東精工（株）常務取締役 村 上　 政 市 日本の鬼の交流博物館館長

田 中　 和 人 舞鶴港振興会専務 森 尾　　 敏 舞鶴工業高等専門学校教授

田 村　 卓 巳 福知山踊り振興会会長 森 本　 佳 代 京都府女性の船ステップあけぼの役員

森 田　 力 夫 ＪＲ西日本福知山支社長 山 下　 信 幸 サント機工（株）代表取締役社長

吉 田　 保 喜 ＪＴＢ福知山支店長

若 山　 行 正 綾部ベンチャー・ものづくりの会代表

京都府中丹地域戦略会議委員

注）◎は座長、敬称略・五十音順

●文化・芸術の創造と振興　●生涯学習の振興　●学校
教育の振興

●多様な主体による地域間交流の促進　●コミュニティ活動の
支援　●ＮＰＯ・ボランティア活動等の環境整備　●シニアの
能力を活かした地域づくり　●男女共同参画社会の推進　●大
学等を活用した地域づくり　●国際化と開かれた社会づくり

●子どもが健やかに育つ環境づくり　●中丹健康長寿の
風土づくり　●地域福祉の充実　●人にやさしいまちづ
くり

「『新中丹』シンフォニー」
　　（京都中丹地域振興計画）

を御覧いただくには

計画全文については、
京都府中丹広域振興局ホームページ
（http://www.pref.kyoto.jp/chutan/）
でも御覧いただけます。

京都舞鶴港（舞鶴市）

農匠の郷やくの（夜久野町）

コスモス祭（綾部市） きょうと健康長寿日本一に向けた取組

災害に強い地域づくり

由良川（大江町）

福知山駅付近連続立体交差事業
（福知山市）

ブランド京野菜・みず菜

町民体育館（三和町）

京都府女性の船

( 京都府中丹地域振興計画 ) の概要『新中丹』シンフォニー『新中丹』シンフォニー『新中丹』シンフォニー
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お知らせからの

京都府

「京都府地域と人をむすぶ ITコミュニケーションプラザ」

愛
あい

ティープラザからのお知らせ
IT（コンピュータとネットワークに関連する情報通信技術）を
活用し、地域が元気になる取組みを進めています。

パソコンの基本的な使い方から専門的な知識・技術の習得まで広く
相談を受け付けています。お気軽にお立ち寄りください。
場　　　　　所▶舞鶴市西駅交流センター2階（JR西舞鶴駅）
開 館 時 間▶10：00～ 20：00
休　　館　　日▶毎週月曜日（祝日の場合は火曜日）、年末年始
ホームページ▶http://www.nkyoto.jp
メールアドレス▶info@nkyoto.jp

4/1（金）
舞鶴警察署が
スタート

○舞鶴西・東警察署を統
合し、舞鶴市全域を管
轄します。

○本庁舎は旧舞鶴西警察署庁舎、旧舞
鶴東警察署庁舎は「舞鶴警察署東庁
舎」として、事件・事故対応等を行
います。

○東庁舎ではこれまでどおり、運転免
許証の更新手続き等の運転免許関係
事務を行います。

舞鶴警察署（旧舞鶴西警察署）

運転免許事務
舞鶴市内に住所地がある方は、本庁
舎、東庁舎のいずれにおいても手続き
が行えます。ただし、申請していただ
いたところで、以後の手続き（更新時
講習の受講、更新免許証の受領）をし
ていただくことになります。

●お問い合わせは●
〒624-0853　舞鶴市字南田辺9

京都府舞鶴警察署
TEL（0773）75-0110
（平成17年3月31日までは、京都府舞鶴西警察署）

進む多様な産業集積 ～産業の振興による地域の活力づくり～
京都府では、雇用の拡大、地域経済の活性化を図るため、積極的に企業誘
致を進めています。
府営綾部工業団地では、発電事業を行うエネサーブ㈱（本社：大阪市）の
立地が決定し、1月12日に起工式が行われました。
今回の立地により、同工業団地の全区画が完売となり、近隣の市営綾部市
工業団地と相まってより一層の地域の活性化に向けて地元の期待を集めてい
ます。
舞鶴市営喜多工業団地では、立地第1号企業として日本交通㈱（本社：大
阪市）が決定。1月27日には日本交通㈱と舞鶴市との間で同団地の土地売
買契約の調印式が行われました。=写真
福知山市長田野工業団地の活況、エコートピア京都三和（京都北部中核工
業団地）の企業誘致と併せ、多様な産業集積が進む緑豊かな中丹地域。
府北部の産業拠点として期待されています。

エコートピア京都三和
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育ててきた苗木を植える園児たち（大江町尾藤）

～大江の農道緑化　住民による 200本植樹～
●京都議定書発効
2月26日に京都議定書が発効し、記念行事が国立京都国際会館で行われました。
京都議定書は、平成 9 年12月に「気候変動枠組条約第 3回締約国会議」（COP3）に
おいて採択された各国の温室効果ガス排出量削減目標を定めた国際的なルールです。
●議定書の誕生地として
府では、平成14 年度に策定した「地球温暖化対策プラン」により府民や事業者の自主
的な取組みに対し支援や協働・連携を進めてきました。
また、府域の75％を占める森林の役割に着目した「緑の公共事業アクションプラン」を
策定し、森林の保全・整備を環境面からも推進しています。
今後は、全ての公共事業に環境の視点を導入した「環

わ

」の公共事業を進めていくこととし
ています。

京都議定書
発　　　効 美しい地球を未来の子どもたちに

ク
イ
ズ
＆

プ
レ
ゼ
ン
ト

京都府警のシンボル
マスコット「キョッピー」

1月27日　舞鶴市役所での調印式
（右は江守舞鶴市長、左は日本交通㈱
澤 代表取締役）

このパンフレットは、環境に配慮し、古紙配合率100％の
再生紙及び大豆油インキを使用しています。

大江町河東地区で整備を進めている「大江南域農道」
で、3月 12日、植樹会を行いました。地元の子ども
たちなど約90人が自ら育てたクヌギやコナラなど広
葉樹の苗木約200本を道路ののり面に植えました。
農道整備への理解や環境意識を高めてもらおうと、
京都府中丹土地改良事務所と大江町が住民参加による
植樹活動を企画。
参加した児童は「おもしろかった。大きく育ってほ
しい。」と成長を楽しみにしていました。
　テレビ放送予定（KBS京都テレビ「府政ほっと情報」）
　3月31日（木）PM9：50～9：55　　（再放送）4月1日（金）PM5：50～5：55で

す
。




